
信号処理とフーリエ変換 第 4回 スライド訂正・補足
スライド 6ページで f (t) という関数を導入しましたが、f という文
字は別に使っていたので、違う字を使うべきでした。

f (t) := ∥f − (h + tv)∥2 (t ∈ K).

の代わりに
φ(t) := ∥f − (h + tv)∥2 (t ∈ K).

とします。
f (t) = ((f − h)− tv , (f − h)− tv)

= ∥f − h∥2 − 2(f − h, v)t + t2 ∥v∥2

も
φ(t) = ((f − h)− tv , (f − h)− tv)

= ∥f − h∥2 − 2(f − h, v)t + t2 ∥v∥2

となります。
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